














要約 

新生児期のプロテイン(PC)とプロテイン S(PS)の動態を,主としてビタミン K(VK)投与に対

する反応態度の面から検討した。まず,出生後 12 時間以内に VK2 2 ㎎を経口投与されてい

た正期産正常新生児(n=32)の PC(全 PC 抗原量γ一 carboxylated PC 抗原量,PC 活性)と

PS(全 PS 抗原量,free PS 抗原量)を測定したところ,第 0 生日から第 11 生日までの間に日

齢による変動は認められず,平均±1SD値は,全PC抗原量75.6±13.2%,γ-carboxylated PC

抗原量 15.O±O.28μg/ml,PC 活性 42.4±10.6%,全 PS 抗原量 32.7±11.5%,freePS 抗原量

4.38±1.23μg/ml で,全 PC 抗原量を除きいずれも正常成人に比べて有意に低値であった。

また,VK欠乏症の新生児のPC,PSは共に著しく低値で,VK投与によりすみやかに増加したも

のの,ヘパプラスチンテストやトロンボテストが正常化した時点でも全例正常成人値の平

均一 1SD 以下に留った。 


